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―「障害」「障がい」の表記について ― 

 

この報告書では、原則として「障がい」の表記を用います。 

ただし、法律名や団体名・制度名・専門用語などの固有名詞や、法令などの引用部

分については、それぞれ元の表記に従っています。 



 4 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 

本調査は、「播磨町障害者計画」「播磨町障害福祉計画」及び「播磨町障害児福祉計画」を策定

するにあたり、障がいのある人やそのご家族の皆様の生活状況や福祉サービスの利用状況、利用

意向や住民との関わりなどを把握し、計画策定の基礎資料として障がい者福祉の推進を図ること

を目的に実施しました。 

２．調査の内容 

調 査 地 域：播磨町 

調査対象者：一般住民（20 歳以上）及び障害者手帳所持者等（身体障害者手帳所持者、療育

手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、手帳非所持者で自立支援医療、障

害福祉サービス利用者） 

対 象 数：一般住民 1,000人（無作為抽出） 

障害者手帳所持者等 1,800人（無作為抽出） 

調 査 期 間：一般住民…平成 29（2017）年８月 1７日～９月５日 

     障害者手帳所持者等…平成 29（2017）年８月 1０日～８月31日 

調 査 方 法：調査票による本人記入方式（本人が記入できない場合は家族） 

      郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

回 収 結 果：一般住民対象調査：配布数 1,000、有効回収数 318（31.8％） 

障害者手帳所持者等対象調査：1,800、有効回収数 940（52.2％） 

３．報告書の見方 

●回答結果は、小数第２位を四捨五入しています。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つ

の選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100％にならない場合があります。 

●重複手帳所持者は、身体障害者手帳所持者・療育手帳所持者・精神障害者保健福祉手帳所持者

のそれぞれに数えられ、集計されています。 

●図表中は、身体障害者手帳所持者を「身体」、療育手帳所持者を「知的」、精神障害者保健福祉

手帳所持者を「精神」、手帳を持っていない者を「手帳非所持」と表記しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100％を超える

場合があります。 

●図表中において、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が著しく困難なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条

件に該当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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Ⅱ 一般住民対象調査結果 
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34.0 

15.4 

2.8 

1.6 

10.1 

39.3 

1.6 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族や親せきにいる

友人・知人にいる

ボランティア活動などで交流がある

趣味やスポーツの団体などで交流がある

学校や職場などで交流がある

ほとんど交流の機会がない

その他

不明・無回答

N=318

9.1 

13.2 

12.3 

16.4 

23.0 

26.1 

0.0 

0% 10% 20% 30%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

不明・無回答

N=318

１．障がいのある人との接点について 

 

問１ あなたの年齢は次のどれですか。（平成 29(2017)年８月１日現在） 

 

回答者の年齢は、「70 歳代以上」が 26.1％と最も高く、次いで「60 歳代」が 23.0％、「50

歳代」が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの身近に障がい（身体障がい・知的障がい・精神障がい・難病など）のある

人はいますか。（複数回答） 

 

身近に障がいのある人がいるかどうかでは、「ほとんど交流の機会がない」が 39.3％と最も高く、

次いで「家族や親せきにいる」が 34.0％、「友人・知人にいる」が 15.4％となっています。 
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30.8 

45.9 

18.9 

0.6 

2.5 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分から進んで手助けする

頼まれたら手助けする

手助けするのは躊躇する

あまり手助けしたくない

その他

不明・無回答

N=318

ある
39.6%

ない
54.1%

不明・無回答
6.3%

N=318

問３ あなたは障がいのある人が困っているのを見て、手助けしたことがありますか。 

（単数回答） 

 

障がいのある人に対して手助けした経験の有無では、「ある」が 39.6％、「ない」が 54.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

問４ あなたは障がいのある人が困っているとき、積極的に手助けしますか。（単数回答） 

 

障がいのある人に対して積極的に手助けするかどうかでは、「頼まれたら手助けする」が 45.9％

と最も高く、次いで「自分から進んで手助けする」が 30.8%となっています。一方で、「手助けす

るのは躊躇する」が 18.9％となっています。 
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46.8 

12.9 

30.6 

67.7 

4.8 

12.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

本当に困っているのかわからないから

声をかけるのが恥ずかしいから

かえって失礼な気がするから

どのように手助けしていいのかわからないから

誰かがすると思うから

その他

不明・無回答

N=62

問４－（２） 問４で「３手助けするのは躊躇する」または「あまり手助けしたくない」

を選んだ人のみ 

それはなぜですか。（複数回答） 

 

 障がいのある人への手助けを躊躇したり、手助けをしたくない理由では、「どのように手助けし

ていいのかわからないから」「本当に困っているのかわからないから」「かえって失礼な気がするか

ら」といった回答が多くなっています。 
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2.8 

5.6 

2.8 

8.3 

52.8 

47.2 

41.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

本や資料などを点字にする

本や資料などを朗読する

手話による情報伝達

筆記による情報伝達

一緒にスポーツや文化活動をする

外出や移動の支援

施設や自宅への訪問

その他

不明・無回答

N=36

ある
11.3%

ない
88.1%

不明・無回答
0.6%

N=318

２．ボランティアへの参加について 

 

問５ あなたは、障がいのある人のためのボランティアに参加したことがありますか。 

（単数回答） 

 

 ボランティアへの参加の有無では、「ある」が11.3％、「ない」が 88.1％となっており、10人

に１人が参加していることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－（２） 問５で「（参加したことが）ある」を選んだ人のみ 

それはどのような活動でしたか。（複数回答） 

 

 ボランティア活動に参加したことがある人の活動内容では、「一緒にスポーツや文化活動をする」

「外出や移動の支援」「施設や自宅への訪問」などの回答が多くなっています。 
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9.1 

16.4 

8.2 

15.7 

38.1 

33.6 

15.1 

15.4 

16.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本や資料などを点字にする

本や資料などを朗読する

手話による情報伝達

筆記による情報伝達

一緒にスポーツや文化活動をする

外出や移動の支援

施設や自宅への訪問

その他

不明・無回答

N=318

32.5 

17.1 

10.7 

40.4 

21.1 

39.3 

5.0 

22.5 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や学校で忙しいから

家事や子育てで忙しいから

趣味など、ほかにしたいことがあるから

何から始めていいのか、わからないから

たいへんそうだから

専門知識や技術がないから

責任をとりたくないから

その他

不明・無回答

N=280

問５－（３） 問５で「（参加したことが）ない」を選んだ人のみ 

それはなぜですか。（複数回答） 

 

 ボランティア活動に参加したことがない人の理由では、「何から始めていいのか、わからないか

ら」が 40.4％と最も高く、次いで「専門知識や技術がないから」が 39.3％、「仕事や学校で忙し

いから」が 32.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 今後、ボランティアに参加するとしたら、なにがしたいですか。（複数回答） 

 

 今後、参加したいボランティアの内容では、「一緒にスポーツや文化活動をする」が 38.1％と最

も高く、次いで「外出や移動の支援」が 33.6％と 3 割を超えています。 
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4.4 

57.8 

66.7 

33.3 

8.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

なぐる、けるなどの暴力

本人に対する暴言やひやかし

本人に見えないところでの暴言やひやかし

声をかけられているのに、無視する

お店やイベントなどに入れてもらえなかった

その他

不明・無回答

N=45

３．障がいのある人への差別について 

 

問７ あなたは、障がいのある人が、誰かに差別されたり虐待されているのを見たことが

ありますか。（単数回答） 

 

 障がいのある人への差別や虐待を見たことがあるかどうかでは、「ある」が 14.2％、「ない」が

83.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－（２） 問７で「（差別や虐待をみたことが）ある」を選んだ人のみ 

それは、どのような内容でしたか。（複数回答） 

 

 障がいのある人への差別や虐待の内容では、「本人に見えないところでの暴言やひやかし」「本人

に対する暴言やひやかし」「声をかけられているのに、無視する」との回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

14.2%

ない

83.3%

不明・無回答

2.5%

N=318
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問８ 平成 28（2016）年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害

者差別解消法）」が施行されましたが、あなたは、次のことばを知っていますか。  

（単数回答） 

 

 知っていることばでは、「ことばも意味も知っている」はバリアフリーが 83.0％、心のバリアフ

リーが 41.8％と高くなっています。一方、合理的配慮は 21.4％と、認知度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 障がいのある人への住民の理解を深めるためには、なにが必要だと考えますか。 

（複数回答／３つまで〇） 

 

 障がいのある人への住民の理解を深めるために必要なことでは、「学校での福祉教育の充実」が

38.7％と最も高く、次いで「障がいのある人との交流を通じての理解と参加の促進」が 29.6％、

「障がいのある人の積極的な社会への進出」が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4 

83.0 

41.8 

28.0 

13.2 

31.4 

7.9 

24.8 

23.6 

17.6 

38.4 

3.5 

23.9 

38.1 

59.1 

8.8 

9.4 

9.4 

10.4 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合理的配慮

バリアフリー

心のバリアフリー

ユニバーサルデザイン

ノーマライゼーション

N=318

ことばも意味も知っている

ことばは知っているが意味はわからない

ことばも知らないし意味もわからない

不明・無回答

21.4 

16.7 

18.2 

29.6 

38.7 

13.8 

28.9 

23.6 

17.3 

9.4 

1.6 

1.9 

5.3 

0% 20% 40% 60%

障害や障害者問題についての広報・啓発の充実

障害への理解を深めるために活動する住民団体への支援

障害のある人へのボランティア活動の推進

障害のある人との交流を通じての理解と参加の促進

学校での福祉教育の充実

障害についての講演会や学習会の開催

障害のある人の積極的な社会への進出

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

障害のある人の地域のまちづくりへの参加

わからない

その他

特にない

不明・無回答

N=318
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４．自由回答（抜粋） 

 

問 10 播磨町の障がい者福祉について、日頃感じておられることやご提言など、自由にご

記入ください。 

 

①町の取り組みについて 

内容 

町の障がい福祉は充実しているが、より一層の充実を願う。それには町民の意識向上が必要だと思う。 

近隣市町村より「播磨町の福祉は充実している」と聞く。誇りに思う反面、周りの市町村との違いがわか

らない。 

他市が行っている交通費助成制度があれば、外出の機会が増えるのではないか。 

障がい者申請を簡単にし、介護が必要な人に対して直ぐに対応できるようにしてほしい。例えば、車椅子

を短期間利用したくても、現状では長期対応にしか適応されない。 

高齢化が進み、支援を必要とする人が増え、支える人は不足している。自分の家族を支えることで精一杯。

福祉社会の公的支援を望む。 

思っている、考えているではなく、具体的なものが必要。 

公的機関で障がい者が働いているのを見て、職業的に差別がないのは素晴らしいことだと思う。 

作業所の授産品を役場のスペースを利用して、定期販売をすればいい。 

 

②障がい福祉に関する情報・理解等について 

内容 

活動方針や実績（成果）が見えない。 

どのようなことをしているのか、情報を得ることすら困難に感じる。それぞれの年代に適した啓発や講

演・講習会が必要。 

日常耳にしたことがない難病を知ってほしいと切に思う。外見では分からない病気もある。また研究者も

少なく、痛みに苦しんでいる人達が絶望的な気持ちで過ごしている。 

施設への入所方法、施設での周囲への配慮、公的支援について知りたい。 

経験から、どこに相談したらいいのか迷ったことがある。 

障がい者と交流する機会がないが、広報等を通じて取組を知ることができ、充実していると感じる。 
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③環境等について 

内容 

町内に福祉施設が少ない（入所施設や就労地域活動支援センター、グループホームなど）。 

播磨町の駅にはエレベータが設置されていてよい。播磨町駅から役場や図書館までの道が車椅子で通行で

きるのは素晴らしい。 

バリアフリーが増えてきたが、駅や役場などはまだまだする所はある。道路整備も必要。道路に段差があ

り危険。障がい者用の横断歩道が少ない。商業施設では２階を車椅子で移動できればよい。播磨保育園前

以外にも、音の鳴る信号機があるとよい。 

町内はバスが通る所は少なく、障がい者が自立して生活できる町とは思えない。車椅子でも乗れるバス等

があれば自分で外出ができ、自由な生活ができるのではないか。 

 

④障がいに関する教育・障がい児の教育等について 

内容 

教育現場において、差別のない「人と人とのコミュニケーション」の大切さを、幼少期から教えてほしい。

学問も「できる・できない」で差別をしないことも教えてほしい。 

障がいを持つ人への手伝いや、現状でどのように困っているのかなどは、身近でなければ理解しがたい。

子どもの頃からの障がい教育と、地域の理解が必要。 

障がいのある児童が、学校でうまく皆と関われる仕組みや助けが必要。保護者の不安も、手厚いサポート

で緩和してあげられるような社会であればいい。 

障がいを「個性である」と、自然に受け入れることができる社会・教育を望む。 

小学校で英語の授業があるのに、手話がないのは疑問に思う。 

 

⑤障がい（者）に対する関心等について 

内容 

障がい者とふれあう機会がなく、福祉を意識していない。自身や家族が障がい者になった場合を考えると、

世間の理解や知識の低さ、暮らしの不便さなどが多い。障がい者が暮らしやすい世界にしていきたい。 

障がいを持つ方は、何か使命を持っているのだと思う。それを理解した上で、我々は根本的な心の改革を

しなければならない。 

障がいに負けず頑張る姿を見ると、こちらも勇気が湧き、何でもできそうな気になる。そのような意識が

地域活性につながるのではないか。 

企業・行政・地域等が協働し、障がい者が住みよい町になるよう、いろいろな行事に参加したい。 

障がいの有無に関わらず、当たり前のように共に暮らせる社会になればいい。 

障がい者だからではなく、自然に接する方法でよい。 

地域交流の中で障がい者の状況を知り、手助けが必要な時は遠慮なく助けを求めることができるようにな

ることが大事だと思う。 

個人情報の壁がある。差別・区別ではなく、互いが認め合い、自分事として考え行動できる環境が必要。

自治会の中でも、要支援者の把握ができていないのでは？ 
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⑥障がい者支援・ボランティア等について 

内容 

障がい者の外出をサポートする体制が必要（車椅子の外出、公園でのウォーキングなど）。 

障がい者をサポートしている人の健康状態が気になる。暑い中、車椅子での長時間移動は大変だと思う。 

障がい者のいる家庭に対して、町としての支援や相談等の充実を進める必要がある。 

障がいがあっても、夢を叶えたい・チャレンジしたいと頑張っている人達なので、助け合いが必要。 

自分から手を差し伸べることが難しい。どこまですればいいのか、難しいと思う。 

障がいのあるなしに関わらず、困っている人がいれば声かけをする。そんな世の中になりつつあると思う。 

ボランティアは、時間やお金に不自由のない人しかできない。「ボランティアする側」「される側」で、気

持ちの優劣の差がある。障がい者がいて当たり前、手助けするのが当たり前と思う。 

一人住まいで、困っていても声を出さない方もいると思う。声をかけてよいのか分からない。声かけ大丈

夫という目印があればよい。 

 

⑦交流の機会について 

内容 

障がい者が集まる場所等を知らない。 

福祉の入り口として、子どもが楽しめるようなイベントが身近にあれば、きっかけになる。 

さまざまな講習会等があるが、敷居が高く感じる。障がい者と接する機会が多ければ偏見は無くなると思

うので、福祉施設のイベントは気軽に参加できる機会になればいい。 

サポーター養成講座に興味があるが、土日や夜間の開催も考えてほしい。 

 

⑧障がい者の将来について 

内容 

障がい者の子を持つ親や本人にとって最も不安なことは、将来、生活を支える者がいなくなった時。町だ

けでなく、国が支援を強化し、福祉を充実してほしい。 

 

⑨その他 

内容 

アンケートの質問が大雑把で、わかりづらい。 

海外に比べ、日本の福祉は遅れている。差別のない生活ができるように。 
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Ⅲ 障害者手帳所持者対象調査結果 
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１．回答者自身のことや普段の生活について 

 

問１ このアンケートにご記入いただくのは、どなたですか。あて名のご本人との続柄（関

係）でお答えください。（単数回答） 

 

 アンケートの記入者では、身体、精神、手帳非所持は「本人」が最も高く、７割以上となってい

ます。知的では「母」が最も高く、５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.8 

28.3 

79.1 

76.1 

3.9 

54.2 

1.5 

13.0 

0.9 

12.5 

3.0 

3.6 

11.8 

2.5 

10.4 

4.3 

6.3 

0.0 

3.0 

0.7 

2.2 

2.5 

3.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持

（N=138）

本人 母 父 父母以外の家族 その他 不明・無回答
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問２ あなた（あて名のご本人）の年齢は何歳ですか。（平成 29(2017)年８月１日現在） 

 

 年齢では、身体は、「65 歳以上」が 72.8％となっています。知的は「65歳未満」が 95.0％、

精神と手帳非所持は「65歳未満」が 8割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢４区分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9 

95.0 

76.2 

76.1 

72.8 

0.0 

17.9 

21.0 

1.4 

5.0 

6.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67)

手帳非所持（N=138）

65歳未満（65歳は含まない） 65歳以上（65歳を含む） 不明・無回答

1.4 

4.6 

19.9 

72.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

０～17歳

18～39歳

40～64歳

65歳以上

不明・無回答

身体（N=584）

36.7 

37.5 

20.8 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（N=120）

3.0 

26.9 

46.3 

17.9 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神（N=67）

15.2 

14.5 

46.4 

21.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

手帳非所持（N=138）
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13.3 

0.6 

66.3 

38.8 

8.2 

4.5 

10.6 

0.2 

5.3 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

父母

祖父母

配偶者

子ども

子どもの配偶者

兄弟・姉妹

孫

親せき

その他

不明・無回答

身体（N=490）

87.7 

7.9 

1.8 

2.6 

0.9 

48.2 

0.0 

0.9 

6.1 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=114）

54.4 

0.0 

36.8 

24.6 

0.0 

15.8 

0.0 

1.8 

5.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=57）

38.4 

2.4 

48.0 

37.6 

3.2 

18.4 

0.8 

0.0 

5.6 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=125）

問３ 家族は何人ですか。あなたを含めてお答えください。（数量回答） 

 

 家族の人数では、身体は「２人」が 43.5％、知的は「３人」が 31.7％、「４人」が 30.0％、

精神は「３人」が 47.8％、手帳非所持は「４人」が 32.6％と高くなっています。「ひとり」につ

いては、身体、精神で１割程度みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたはいま、どなたといっしょに暮らしていますか。（複数回答） 

 

 同居者では、身体、手帳非所持は「配偶者」がそれぞれ 66.3％、48.0％、知的、精神は「父母」

がそれぞれ 87.7％、54.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7 

1.7 

13.4 

9.4 

43.5 

10.8 

19.4 

21.0 

19.5 

31.7 

47.8 

28.3 

9.9 

30.0 

14.9 

32.6 

5.0 

15.0 

3.0 

8.7 

6.0 

7.5 

0.0 

0.0 

2.4 

3.3 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

ひとり 2人 3人 4人 5人 6人以上 不明・無回答
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9.4 

0.9 

38.2 

5.5 

1.9 

7.9 

2.6 

8.6 

9.6 

0.3 

0.7 

0.0 

13.0 

16.6 

16.1 

0% 25% 50% 75% 100%

父母

祖父母

配偶者

兄弟姉妹

親せき

訪問介護士・ホームヘルパーなどの

在宅サービス提供者

相談支援事業所の職員・世話人

ケアマネジャー

利用している施設の職員・世話人

ボランティア

近所の人

役場や保健所の職員

介護や支援は必要ない

その他

不明・無回答

身体（N=584）

80.8 

16.7 

0.8 

24.2 

3.3 

8.3 

20.8 

1.7 

33.3 

0.8 

2.5 

3.3 

0.8 

5.0 

10.8 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=120）

41.8 

0.0 

23.9 

13.4 

3.0 

9.0 

9.0 

3.0 

10.4 

0.0 

1.5 

11.9 

9.0 

13.4 

9.0 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=67）

29.7 

5.1 

14.5 

2.9 

0.7 

2.9 

5.1 

3.6 

9.4 

0.0 

0.0 

1.4 

28.3 

10.9 

14.5 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=138）

問５ あなたの介護や支援をしている人はどなたですか。（複数回答） 

 

 介護や支援をしている人では、身体は「配偶者」が 38.2％、知的、精神は「父母」がそれぞれ

80.8％、41.8％、手帳非所持は「父母」が 29.7％、「介護や支援は必要ない」が 28.3％と高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



20 

 

問５－（２） 主に介護や支援をしている人はどなたですか。（単数回答） 

 

 問５の回答のうち、主に介護や支援をしている人では、身体、精神は「配偶者」がそれぞれ 37.4％、

23.6％、知的、手帳非所持は「父母」がそれぞれ 68.9％、33.8％と最も高くなっています。 

 

8.0 

0.5 

37.4 

4.1 

1.0 

2.2 

0.7 

0.5 

5.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

25.8 

0% 20% 40% 60% 80%

父母

祖父母

配偶者

兄弟姉妹

親せき

訪問介護士・ホームヘルパーなどの

在宅サービス提供者

相談支援事業所の職員・世話人

ケアマネジャー

利用している施設の職員・世話人

ボランティア

近所の人

役場や保健所の職員

介護や支援は必要ない

その他

不明・無回答

身体（N=414）

68.9 

0.0 

0.9 

2.8 

0.0 

1.9 

1.9 

0.0 

6.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（N=106）

18.2 

0.0 

23.6 

5.5 

0.0 

3.6 

5.5 

0.0 

3.6 

0.0 

0.0 

3.6 

0.0 

7.3 

29.1 

0% 20% 40% 60% 80%

精神（N=55）

33.8 

0.0 

13.8 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

41.3 

0% 20% 40% 60% 80%

手帳非所持（N=80）
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3.8 

3.9 

5.0 

18.5 

9.8 

3.9 

44.2 

25.0 

5.5 

4.1 

1.7 

20.5 

2.9 

28.3 

4.8 

0% 20% 40% 60%

身の回りの介助や

支援をしてくれる人がいない

いっしょに暮らす人がいない

働くところがない

十分な収入が得られない

趣味や生きがいがみつけられない

生活をするうえで

必要な情報が得られない

自分の健康や体力に自信がない

家族など介助者の健康状態が不安

同居の家族との関係

近所の人などとの関係

必要な保健・医療・福祉サービスが

受けられない

将来的に生活する住まい、

または施設があるかどうか不安

その他

特に困っていることはない

不明・無回答

身体（N=584）

2.5 

0.8 

5.8 

21.7 

11.7 

7.5 

15.8 

24.2 

5.0 

7.5 

4.2 

45.0 

1.7 

25.0 

3.3 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

6.0 

6.0 

23.9 

43.3 

25.4 

11.9 

53.7 

37.3 

7.5 

16.4 

9.0 

28.4 

3.0 

10.4 

4.5 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

2.9 

5.1 

8.0 

19.6 

15.9 

4.3 

34.1 

11.6 

6.5 

5.8 

1.4 

23.2 

6.5 

37.0 

2.2 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）

問６ いまの生活で困っていることや不安に思っていることがありますか。（複数回答） 

 

 いまの生活で困っていることや不安に思っていることでは、身体、精神、手帳非所持は「自分の

健康や体力に自信がない」がそれぞれ 44.2％、53.7％、34.1％、知的は「将来的に生活する住

まい、または施設があるかどうか不安」が 45.0％と高くなっています。 
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問７ 福祉サービスの情報をどこから入手していますか。（複数回答） 

 

 福祉サービスの情報の入手先では、身体は「町の広報紙」が 33.9％、知的、手帳非所持は「役

場」がそれぞれ 43.3％、28.3%、精神は「病院」が 40.3％、と高くなっており、「サービスを受

けているところ（施設、地域活動支援センター、事業所）」「相談支援事業所」も活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 

33.0 

1.0 

16.4 

8.6 

2.2 

1.0 

2.9 

17.3 

0.5 

0.9 

11.6 

14.7 

3.6 

33.9 

15.2 

8.6 

1.5 

9.8 

5.5 

3.1 

0% 25% 50%

自立支援協議会

役場

障がい福祉なんでも相談室

サービスを受けているところ

（施設、地域活動支援センター、事業所）

社会福祉協議会

障がい者（児）の団体

障害者相談員

相談支援事業所

病院

保育所・幼稚園・学校

民生委員・児童委員

友人・知人

家族・親せき

ホームヘルパー

町の広報紙

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

パソコン・インターネット

その他

特にない

どこで入手できるかわからない

不明・無回答

身体（N=584）

12.5 

43.3 

3.3 

42.5 

10.8 

15.0 

6.7 

27.5 

12.5 

16.7 

1.7 

23.3 

11.7 

2.5 

25.0 

9.2 

10.0 

0.0 

4.2 

4.2 

1.7 

0% 25% 50%

知的（N=120）

10.4 

31.3 

3.0 

22.4 

6.0 

4.5 

3.0 

4.5 

40.3 

0.0 

1.5 

7.5 

13.4 

1.5 

16.4 

19.4 

11.9 

3.0 

10.4 

7.5 

3.0 

0% 25% 50%

精神（N=67）

2.2 

28.3 

0.7 

14.5 

5.8 

1.4 

0.0 

6.5 

25.4 

7.2 

1.4 

8.7 

7.2 

2.2 

25.4 

7.2 

13.0 

0.7 

13.0 

8.0 

1.4 

0% 25% 50%

手帳非所持（N=138）
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20.9 

5.0 

9.8 

9.9 

9.8 

11.5 

13.7 

8.9 

3.9 

2.2 

38.2 

10.4 

0% 25% 50%

福祉制度やサービスを利用するための

相談支援体制の充実

自分の権利を守ってくれる制度

（成年後見制度など）の普及

生活の場の確保（グループホームを含む）

施設における生活の充実

移動支援（ガイドヘルプ）の充実

居宅介護（ホームヘルプ）の充実

車いす・補聴器など福祉機器の普及

自治会・ＮＰＯ・ボランティア・隣近所など

地域社会とのつながり

文化・スポーツ活動への参加の支援

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=584）

42.5 

24.2 

35.0 

17.5 

8.3 

7.5 

3.3 

11.7 

8.3 

3.3 

19.2 

5.8 

0% 25% 50%

知的（N=120）

41.8 

9.0 

20.9 

10.4 

4.5 

6.0 

0.0 

11.9 

4.5 

9.0 

28.4 

11.9 

0% 50% 100%

精神（N=67）

31.2 

14.5 

10.9 

8.0 

2.9 

2.9 

0.7 

9.4 

3.6 

5.8 

43.5 

6.5 

0% 25% 50%

手帳非所持（N=138）

問８ あなたが毎日の生活を送るうえで、特に必要な支援・サービスは、次のどれですか。 

（複数回答／３つまで） 

 

 特に必要な支援・サービスでは、「福祉制度やサービスを利用するための相談支援体制の充実」

が最も高くなっています。 
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２．教育・育成について 

 

＜18 歳未満への質問＞ 

問９ あなたが通園・通学している学校・園は、次のどれですか。（単数回答） 

 

 通園・通学している学校・園では、身体は「特別支援学校」が最も多く、知的と精神は「小・中

学校（特別支援学級）」、手帳非所持は「小・中学校、高等学校（通常学級）」との回答が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1

13.3

0.0

23.8

11.1

11.1

50.0

42.9

0.0

37.8

0.0

14.3

66.7

31.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

11.1

4.4

0.0

4.8

0.0

0.0

50.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(N=9)

知的(N=45)

精神(N=2)

手帳非所持（N=21）

保育所・幼稚園 小・中学校、高等学校（通常学級）

小・中学校（特別支援学級） 特別支援学校

専門学校 通園・通学はしていない

その他 不明・無回答
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問 10 問９で「保育所・幼稚園」～「専門学校」のいずれかを選んだ人のみ 

学校・園生活を送るうえで困っていることは、次のどれですか。 

（複数回答／３つまで） 

 

 学校・園生活を送るうえで困っていることでは、身体と精神は「通園・通学が大変」が、知的は

「困っていることや悩んでいることをまわりの人に伝えられない（伝える方法がない）」や「夏休

みなど長期の休みに過ごす場所がない」が、手帳非所持は「困っていることや悩んでいることをま

わりの人に伝えられない（伝える方法がない）」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

12.5 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

37.5 

0.0 

0% 50% 100%

通園・通学が大変

学習サポート体制が不十分

学習・学校生活に必要な設備が不十分

校内・園内での介助が不十分

夏休みなど長期の休みに過ごす場所がない

進路指導が不十分

福祉教育が不十分

困っていることや悩んでいることをまわりの人に

伝えられない（伝える方法がない）

友だちができない

職員の理解が得られない

児童・生徒（またはその保護者）の

理解が得られない

家族の同伴を求められる

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=8）

11.9 

11.9 

2.4 

11.9 

21.4 

7.1 

7.1 

28.6 

16.7 

11.9 

7.1 

2.4 

2.4 

16.7 

4.8 

0% 50% 100%

知的（N=42)

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神（N=1）

5.9 

17.6 

5.9 

5.9 

5.9 

0.0 

0.0 

29.4 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

52.9 

0.0 

0% 50% 100%

手帳非所持（N=17）
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＜18 歳未満への質問＞ 

問 11 あなたは将来、どのように暮らしたいですか。（単数回答） 

  

 将来、希望する暮らしでは、身体、知的、手帳非所持は「自宅で家族といっしょに暮らしたい」

「わからない」「自立してアパートなどで暮らしたい」が多く、精神は１人の人が「自立してアパ

ートなどで暮らしたい」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 問 11 で「グループホームで暮らしたい」または「施設に入所したい」を選んだ人

のみ 

グループホームまたは施設に、いつ入りたいですか。（単数回答） 

 

 グループホームまたは施設への入居・入所の希望では、以下の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：件数
下段：％

合計
18歳になった
らすぐ

18歳になって
から1年以内

18歳になって
から３年以内

18歳になって
から4年以上先

その他 不明・無回答

0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 1 0 2 1 1 0

100.0 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

1 0 0 0 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

身体

知的

精神

手帳非所持

35.1

33.3

0.0

33.3

20.3

20.0

50.0

23.8

8.1

11.1

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

4.8

27.0

28.9

0.0

28.6

8.1

6.7

50.0

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(N=9)

知的（N=45）

精神(N=2)

手帳非所持（N=21）

自宅で家族といっしょに暮らしたい 自立してアパートなどで暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他 わからない

不明・無回答
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問 13 自己紹介ファイル「かけはし」をもっていますか。（単数回答） 

 

 「かけはし」の所持状況では、身体は「もっているが活用したことはない」が４割を超えており、

知的は「もっているが活用したことはない」が 4割近くとなっています。精神は１人の人が「もっ

ているが活用したことはない」と回答しています。「もっているし、活用している」が最も多かっ

たのは知的の 33.3％で、「もっていない」が最も多かったのは手帳非所持の 42.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

問 14 問 13 で「もっているが活用したことはない」を選んだ人のみ 

活用しない理由はなんですか。（複数回答） 

 

 「かけはし」を活用しない理由では、「だれからも『見せて』といわれないから」との回答が多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：件数
下段：％

合計
だれからも「見
せて」といわれ
ないから

書きこむのが
めんどうだから

プライバシーを
知られたくない
から

その他 不明・無回答

4 2 1 0 1 0

100.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0

17 12 9 0 1 0

100.0 70.6 52.9 0.0 5.9 0.0

0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 3 1 1 2 1

100.0 50.0 16.7 16.7 33.3 16.7

身体

知的

精神

手帳非所持

22.2 

33.3 

0.0 

14.3 

44.4 

37.8 

0.0 

28.6 

22.2 

28.9 

50.0 

42.9 

11.1 

0.0

50.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体(N=9)

知的（N=45）

精神(N=2)

手帳非所持

（N=21）

もっているし、活用している もっているが活用したことはない

もっていない 不明・無回答
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問 15 問 13 で「もっていない」を選んだ人のみ 

もっていない理由はなんですか。（複数回答） 

 

 「かけはし」をもっていない理由では、以下の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：件数
下段：％

合計
あることを知ら
なかったから

どこでもらえる
のか、わからな
かったから

必要ないと思っ
たから

その他 不明・無回答

2 1 0 0 1 0

100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

13 6 2 2 3 1

100.0 46.2 15.4 15.4 23.1 7.7

1 1 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 1 3 2 3 0

100.0 11.1 33.3 22.2 33.3 0.0

身体

知的

精神

手帳非所持
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16.3 

60.6 

23.8 

40.5 

77.5 

33.8 

76.2 

56.0 

6.1 

5.6 

0.0 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=570）

知的（N=71）

精神（N=63）

手帳非所持（N=116）

している していない 不明・無回答

３．就労や将来の生活について 

 

問 16 あなたは、仕事をしていますか。（単数回答） 

 

 仕事の有無では、身体、精神、手帳非所持は「していない」がそれぞれ 77.5％、76.2％、56.0％、

知的は「している」が 60.6％となっています。 
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30.1 

9.3 

13.3 

51.1 

26.9 

16.3 

33.3 

36.2 

2.2 

9.3 

6.7 

0.0 

3.2 

58.1 

46.7 

2.1 

18.3 

6.4 

4.3 

0.0 

2.1 

11.8 

4.7 

0.0 

2.1 

3.2 

2.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=93）

知的（N=43）

精神（N=15）

手帳非所持（N=47）

企業などで正社員・正職員として働いている
企業などで臨時職員、アルバイト、パートとして働いている
就労継続支援A型で働いている
就労継続支援B型で働いている
自営業者
内職・自営業の手伝い
その他
不明・無回答

問 17 問 16 で「（仕事を）している」を選んだ人のみ 

どこで働いていますか。（単数回答） 

 

 働いている場所では、身体、手帳非所持は「企業などで正社員・正職員として働いている」がそ

れぞれ 30.1％、51.1％、知的、精神は「就労継続支援 B 型で働いている」がそれぞれ 58.1％、

46.7％となっています。また、身体、精神、手帳非所持は「企業などで臨時職員、アルバイト、

パートとして働いている」は 2割以上となっています。 
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52.6 

22.4 

0.0 

28.9 

14.5 

2.6 

5.3 

17.1 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

働く体力がない

働く場がみつからない

賃金が低いなどの労働条件が悪い

自分に合う（できる）仕事がない

通勤が困難である

家事・育児・介助・介護のため

職場の人間関係が難しい

その他

不明・無回答

身体（N=76）

36.4 

36.4 

0.0 

36.4 

27.3 

9.1 

36.4 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=11）

69.2 

38.5 

7.7 

57.7 

23.1 

23.1 

26.9 

7.7 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=26）

59.3 

22.2 

7.4 

37.0 

22.2 

18.5 

14.8 

14.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=27）

31.9 

4.2 

14.6 

13.8 

0.5 

4.2 

2.1 

7.7 

0.7 

0.0 

2.1 

1.5 

37.3 

4.2 

12.5 

21.5 

15.2 

33.3 

47.9 

27.7 

2.0 

12.5 

6.3 

13.8 

6.1 

25.0 

6.3 

7.7 

6.3 

16.7 

8.3 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=442）

知的（N=24）

精神（N=48）

手帳非所持（N=65）

学生または高齢である 求職中または職業訓練中である

相談先がわからない 年金などを受給しているため働く必要がない

働きたいけど、働けない 今は働きたくない

その他 不明・無回答

問 18 問 16 で「（仕事を）していない」を選んだ人のみ 

働いていない理由はなんですか｡（単数回答） 

 

 働いていない理由では、身体は「年金などを受給しているため働く必要がない」が 37.3％と最

も高くなっています。 

知的、精神、手帳非所持では「働きたいけど、働けない」との回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 問 18 で「働きたいけど、働けない」または「今は働きたくない」を選んだ人のみ 

その理由はなんですか。（複数回答） 

 

 働けない、または働きたくない理由では、身体、精神、手帳非所持は「働く体力がない」との回

答が多くなっています。 
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問 20 あなたが働くうえで、なにが大切ですか。現在、働いている方も働いていない方も

お答えください。（複数回答／３つまで） 

 

 働くうえで大切なことでは、身体、知的、精神は「周囲の理解があること」「障がいのある人に

配慮した設備が整っていること」がそれぞれ上位２件を占めています。手帳非所持は「賃金が妥当

であること」が４割を超え、最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.8 

17.9 

21.9 

13.3 

11.8 

6.8 

24.7 

12.1 

0.9 

4.4 

7.9 

6.5 

32.6 

0% 20% 40% 60%

仕事に選択肢があること

賃金が妥当であること

障がいのある人に配慮した設備が

整っていること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

フレックスタイムなどの変則的な勤務形

態が可能であること

周囲の理解があること

通院などの保障があること

就労のための職業訓練が充実すること

就業相談に関する窓口があること

就職後に働き続けられるような支援

その他

不明・無回答

身体（N=570）

21.1 

18.3 

38.0 

31.0 

2.8 

2.8 

47.9 

2.8 

12.7 

9.9 

18.3 

0.0 

18.3 

0% 20% 40% 60%

知的（N=71）

27.0 

25.4 

36.5 

25.4 

9.5 

6.3 

36.5 

27.0 

11.1 

11.1 

19.0 

6.3 

11.1 

0% 20% 40% 60%

精神（N=63）

37.1 

43.1 

9.5 

19.0 

4.3 

9.5 

35.3 

18.1 

7.8 

4.3 

8.6 

8.6 

10.3 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）
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62.3 

45.1 

50.8 

57.8 

3.5 

8.5 

14.3 

16.4 

1.6 

14.1 

11.1 

1.7 

6.3 

7.0 

4.8 

4.3 

2.6 

4.2 

3.2 

3.4 

11.9 

11.3 

12.7 

7.8 

11.8 

9.9 

3.2 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=570）

知的（N=71）

精神（N=63）

手帳非所持（N=116）

自宅で家族といっしょに暮らしたい 自立してアパートなどで暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他 わからない

不明・無回答

問 21 あなたはいま、どのように暮らしていますか。（単数回答） 

  

 いまの暮らし方では、手帳の所持・非所持にかかわらず「自宅で家族と暮らしている」が最も高

く、７割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは将来、どのように暮らしたいですか。（単数回答） 

 

 将来、希望する暮らし方では、手帳の所持・非所持にかかわらず「自宅で家族といっしょに暮ら

したい」が最も高く、４割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0 

7.0 

17.5 

17.2 

71.4 

83.1 

74.6 

76.7 

0.4 

1.4 

1.6 

0.9 

3.0 

2.8 

1.6 

1.7 

2.1 

1.4 

1.6 

0.9 

1.9 

0.0 

0.0 

0.9 

7.2 

4.2 

3.2 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=570）

知的（N=71）

精神（N=63）

手帳非所持（N=116）

自宅やアパートなどでひとりで暮らしている
自宅で家族と暮らしている
グループホームで暮らしている
施設で暮らしている（障がい者施設、高齢者施設）
病院に入院している
その他
不明・無回答
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上段：件数

下段：％
合計 いますぐ ６か月以内 １年以内 ２～３年以内 ５年以内 ６年以上先 不明・無回答

77 6 3 4 8 7 39 10

100.0 7.8 3.9 5.2 10.4 9.1 50.6 13.0

45 5 3 4 5 4 17 7

100.0 11.1 6.7 8.9 11.1 8.9 37.8 15.6

15 0 0 0 1 2 11 1

100.0 0.0 0.0 0.0 6.7 13.3 73.3 6.7

10 1 0 0 2 1 4 2

100.0 10.0 0.0 0.0 20.0 10.0 40.0 20.0

身体

知的

精神

手帳非所持

問 23 問 22 で「グループホームで暮らしたい」または「施設に入所したい」を選んだ人

のみ 

 

グループホームまたは施設に、いつ入りたいですか。（単数回答） 

 

 グループホームまたは施設への入居・入所を希望する時期では、手帳の所持・非所持にかかわら

ず「６年以上先」との回答が多くなっています。 
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22.1 

18.3 

19.4 

20.3 

8.0 

7.5 

17.9 

18.1 

15.2 

15.0 

14.9 

18.8 

22.8 

34.2 

25.4 

25.4 

9.4 

10.8 

6.0 

8.0 

14.9 

9.2 

9.0 

7.2 

2.4 

3.3 

6.0 

0.0 

5.1 

1.7 

1.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

毎日 週５～６日くらい 週３～４日くらい

週１～２日くらい 月に２～３回など不定期 ほとんど外出しない

その他 不明・無回答

４．外出の状況や災害時の対応について 

 

問 24 あなたは、どれくらいの頻度で外出しますか。（通勤、通学、通院等の外出を除く） 

（単数回答） 

 

 外出頻度では、手帳の所持・非所持にかかわらず、「週１～２日くらい」が最も高く、次いで「毎

日」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 外出しやすくするために、必要とするものはなんですか。（複数回答／３つまで） 

 

 外出しやすくするために、必要とするものでは、身体、精神は「タクシー代・バス乗車券の補助」

がそれぞれ 33.4％、44.8％、知的、手帳非所持は「特にない」がそれぞれ 37.5％、55.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.9 

28.3 

16.4 

1.7 

2.9 

13.7 

9.6 

13.5 

33.4 

3.1 

23.8 

9.6 

0% 20% 40% 60%

住宅・建物のバリアフリー化

道路の段差解消や歩道整備

障がい者用トイレの設置

誘導ブロックの設置

音のでる信号機の設置

障がい者用駐車場

リフト付き・ノンステップバスの運行

外出時の介助者（ガイドヘルパーを含む）

タクシー代・バス乗車券の補助

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=584）

7.5 

15.8 

10.0 

2.5 

6.7 

5.0 

0.0 

24.2 

28.3 

5.0 

37.5 

6.7 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

9.0 

10.4 

6.0 

1.5 

1.5 

3.0 

3.0 

4.5 

44.8 

11.9 

38.8 

3.0 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

12.3 

15.9 

2.9 

0.7 

3.6 

0.7 

3.6 

5.1 

23.9 

3.6 

55.8 

5.1 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）
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19.9 

1.0 

1.2 

4.5 

0.7 

6.3 

9.9 

13.2 

7.4 

4.1 

10.8 

11.8 

10.3 

5.0 

6.2 

1.2 

4.1 

1.0 

1.0 

43.7 

9.4 

0% 20% 40% 60%

非常持ち出し袋（水や食料、

医療食、衣類やタオル、薬や紙おむつなど）

ヘルプカードをかばんにつけている

自己紹介ファイル「かけはし」を書いている

緊急医療情報キットを設置している

安心ホルダーをもっている

地域の人に知ってもらえるよう、

祭りや地域イベントに参加している

子ども会や自治会活動に参加している

災害時にどうすればいいか家族と話している

避難する道や逃げるところ

（避難場所や避難所など）を歩いて確かめている

近隣の人に手助けを頼んでいる

親族や支援者との連絡方法を確認している

通院先や主治医の連絡先など

医療情報を確認している

ハザードマップを見て避難先を確認している

ガソリンをいつも満タンにしている

地域の防災訓練に参加している

避難行動要支援者に登録をしている

家の耐震化をしている

社会福祉協議会「支え合いマップづくり」に

協力している

その他

特になにもしていない

不明・無回答

身体（N=584）

23.3 

5.0 

14.2 

3.3 

2.5 

16.7 

15.0 

18.3 

8.3 

5.0 

16.7 

10.8 

11.7 

4.2 

3.3 

2.5 

9.2 

1.7 

1.7 

33.3 

5.8 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

11.9 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.0 

13.4 

9.0 

0.0 

10.4 

11.9 

6.0 

9.0 

0.0 

0.0 

4.5 

0.0 

1.5 

49.3 

7.5 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

22.5 

0.0 

2.2 

0.7 

0.0 

2.9 

18.8 

13.0 

8.0 

0.7 

9.4 

4.3 

13.8 

4.3 

3.6 

0.0 

5.1 

0.0 

1.4 

42.0 

2.9 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）

問 26 災害が発生したときに備え、準備しているものはありますか。（複数回答） 

 

 災害が発生したときに備え、準備しているものでは、手帳の所持・非所持にかかわらず「特にな

にもしていない」が最も高く、３～４割台となっています。そのほか、身体、知的、手帳非所持は

「非常持ち出し袋（水や食料、医療食、衣類やタオル、薬や紙おむつなど）」が次いで高くなって

います。 
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問 27 地震など災害が発生したときに困ることは、なんですか。（複数回答／３つまで） 

 

 地震など災害が発生したときに困ることでは、身体は「避難場所の設備（トイレ・段差など）が

使いやすいか不安」、知的、手帳非所持は「個人の特性に合ったスペースなどが避難先で確保でき

るか不安」、精神は「避難先などで必要な治療や薬が確保できない」がそれぞれ３割以上と最も高

くなっています。 

そのほか、身体、精神でも「個人の特性に合ったスペースなどが避難先で確保できるか不安」が

３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

13.4 

11.0 

5.7 

13.7 

9.4 

24.7 

1.9 

37.0 

33.9 

5.0 

16.3 

7.2 

0% 20% 40% 60%

災害情報が入手できない

避難場所がわからない

避難時に声をかけてくれる人が

いない

避難場所までの移動を

助けてくれる人がいない

避難場所で介護が受けられない

避難先などで必要な治療や薬が

確保できない

手話など、コミュニケーション手段が

ない

避難場所の設備（トイレ・段差など）

が使いやすいか不安

個人の特性に合ったスペースなどが

避難先で確保できるか不安

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=584）

21.7 

20.0 

17.5 

7.5 

4.2 

15.0 

4.2 

20.0 

46.7 

5.8 

15.0 

6.7 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

16.4 

20.9 

20.9 

13.4 

4.5 

37.3 

1.5 

19.4 

31.3 

4.5 

17.9 

6.0 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

15.2 

13.0 

8.7 

5.8 

1.4 

26.1 

1.4 

17.4 

31.9 

6.5 

27.5 

2.9 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）
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５．相談支援及び医療、地域活動への参加について 

 

問 28 あなたが困ったときに相談する相手はだれですか。（複数回答） 

 

 困ったときの相談相手では、手帳の所持・非所持にかかわらず身近な人が多く、「家族や親族」

が８割以上、「知人・友人」が２割以上となっています。 

知的においては、「利用している福祉施設の職員」「相談支援事業所」がそれぞれ 35.8％、35.0％

と３割を超えています。 

そのほか、身体、知的、精神では「役場」、知的、精神、手帳非所持では「医療関係者（医師、

看護師、医療相談員）」も２割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.9 

27.4 

5.5 

11.5 

0.7 

0.5 

18.7 

1.5 

0.9 

4.3 

22.8 

2.4 

6.0 

2.7 

2.9 

1.7 

2.2 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

家族や親族

知人・友人

相談支援事業所

利用している福祉施設の職員

保育園・幼稚園・学校

カウンセラー

医療関係者

（医師、看護師、医療相談員）

障がいなどの当事者会や家族会

身体障害者相談員・知的障害者相談員

福祉なんでも相談

役場

健康福祉事務所のケースワーカー

社会福祉協議会

インターネットの相談サイトや掲示板

相談先がわからない

相談する相手がいない

その他

不明・無回答

身体（N=584）

90.0 

29.2 

35.0 

35.8 

20.8 

3.3 

21.7 

5.0 

9.2 

2.5 

24.2 

2.5 

5.0 

2.5 

0.8 

0.8 

1.7 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=120）

80.6 

29.9 

14.9 

11.9 

1.5 

6.0 

37.3 

6.0 

1.5 

6.0 

26.9 

4.5 

6.0 

4.5 

10.4 

3.0 

4.5 

4.5 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=67）

84.8 

34.1 

7.2 

9.4 

7.2 

2.9 

26.8 

1.4 

0.7 

3.6 

16.7 

2.2 

5.8 

2.9 

0.7 

2.2 

2.2 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=138）
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40.2 

50.8 

38.3 

46.6 

3.6 

1.7 

11.7 

6.9 

28.9 

35.6 

35.0 

32.1 

8.0 

4.2 

3.3 

3.8 

19.3 

7.6 

11.7 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=550）

知的（N=118）

精神（N=60）

手帳非所持（N=131）

解決に向けた支援につながった 解決に向けた支援につながらなかった

わからない その他

不明・無回答

44.9 

35.8 

40.3 

39.9 

35.3 

50.8 

43.3 

39.1 

4.5 

8.3 

6.0 

8.7 

15.4 

5.0 

10.4 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

予約なしでも気軽に相談できる
そこに行けば、支援につないでくれる総合案内
その他
不明・無回答

問29 問 28で回答した相談先に相談することで、悩みや困ったことは解決できましたか。  

（単数回答） 

 

 相談による悩みや困りごとの解決の有無では、手帳の所持・未所持にかかわらず「解決に向けた

支援につながった」が３～５割台と「解決に向けた支援につながらなかった」を上回っています。 

一方、知的、精神、手帳非所持は「わからない」が３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 相談窓口に、いちばん望むことはなんですか。（単数回答） 

 

相談窓口に、いちばん望むことでは、身体は「予約なしでも気軽に相談できる」が 44.9％、知

的、精神は「そこに行けば、支援につないでくれる総合案内」がそれぞれ 50.8％、43.3％と最も

高くなっています。手帳非所持は「予約なしでも気軽に相談できる」「そこに行けば、支援につな

いでくれる総合案内」がほぼ同水準となっています。 
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34.9 

25.8 

23.9 

29.7 

26.9 

32.5 

23.9 

29.7 

16.8 

12.5 

26.9 

21.0 

15.8 

27.5 

17.9 

15.2 

5.7 

1.7 

7.5 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

名前も内容も知っている
名前は聞いたことがあるが、内容は知らない
名前も内容も知らない
わからない
不明・無回答

8.4 

22.5 

10.4 

13.8 

30.3 

9.2 

19.4 

21.0 

53.8 

65.8 

64.2 

60.9 

7.5 

2.5 

6.0 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

利用したい 利用したくない わからない 不明・無回答

問 31 あなたは、成年後見制度を知っていますか。（単数回答）  

 

 成年後見制度の認知度では、身体は「名前も内容も知っている」が 34.9％、知的は「名前は聞

いたことがあるが、内容は知らない」が 32.5％、精神は「名前も内容も知らない」が 26.9％と

それぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 将来、成年後見制度を利用したいと思いますか。（単数回答） 

 

 成年後見制度の利用意向では、手帳の所持・非所持にかかわらず「わからない」が最も高く５割

以上となっています。 

 一方、「利用したい」は身体が 8.4％、知的が 22.5％、精神が 10.4％、手帳非所持が 13.8％

となっています。 
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3.9 

0.5 

1.4 

3.3 

1.0 

1.2 

2.4 

2.4 

0.7 

2.1 

1.7 

66.6 

19.2 

0% 20% 40% 60% 80%

学校でのいじめ・虐待

施設でのいじめ・虐待

家庭内での虐待

（暴力、介護の放棄など）

体罰・差別的な言動（暴言など）

本人の意思に反する金銭管理

法律に違反する長時間労働、

低賃金労働など

プライバシーの侵害

強引な訪問販売や、むりやり契約

を結ばせるなど

犯罪被害

（傷害、性的被害、年金横領など）

地域社会でのわけへだて

その他

特に、権利侵害を受けたことはない

不明・無回答

身体（N=584）

22.5 

3.3 

1.7 

12.5 

1.7 

2.5 

3.3 

0.8 

1.7 

5.0 

1.7 

49.2 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（N=120）

20.9 

3.0 

6.0 

14.9 

11.9 

7.5 

14.9 

6.0 

9.0 

10.4 

7.5 

38.8 

16.4 

0% 20% 40% 60% 80%

精神（N=67）

17.4 

0.7 

5.1 

10.9 

0.7 

3.6 

4.3 

5.1 

2.2 

1.4 

1.4 

57.2 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80%

手帳非所持（N=138）

問 33 あなたは現在または過去に､次の権利侵害を受けたことがありますか。（複数回答） 

 

 現在または過去に権利侵害を受けたことの経験では、「学校でのいじめ・虐待」が、知的、精神

でそれぞれ 22.5％、20.9％、手帳非所持で 17.4％と他の項目に比べ比較的高くなっています。 
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24.7 

9.6 

6.8 

9.6 

8.2 

43.8 

11.0 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

親や家族に相談した

学校の先生や施設の

職員などに相談した

弁護士などの専門家に相談した

役場などの窓口で相談した

相談しようとしたが

相談先がわからなかった

泣き寝入りした（あきらめた）

その他

不明・無回答

身体（N=73）

63.2 

42.1 

2.6 

5.3 

2.6 

23.7 

7.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

知的（N=38）

37.0 

7.4 

0.0 

0.0 

22.2 

63.0 

25.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

精神（N=27）

37.8 

17.8 

6.7 

2.2 

4.4 

46.7 

11.1 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

手帳非所持（N=45）

問 34 問 33 で「学校でのいじめ・虐待」～「地域社会でのわけへだて」のいずれかを選

んだ人のみ 

そのとき、あなたは、どうしましたか。（複数回答） 

 

 権利侵害を受けた際の対応では、身体、精神、手帳非所持は「泣き寝入りした（あきらめた）」

がそれぞれ 43.8％、63.0％、46.7％、知的は「親や家族に相談した」が 63.2％と最も高くなっ

ています。 

 「相談しようとしたが相談先がわからなかった」は精神が 22.2％と、他の手帳の所持者・非所

持者に比べ、比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

26.5 

1.7 

1.0 

1.5 

1.9 

1.5 

0.7 

0.9 

7.9 

2.2 

4.6 

1.2 

3.3 

16.6 

7.0 

32.7 

0% 20% 40% 60%

医療的ケアは受けていない

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（IVH）

人工透析

カテーテル留置

ストーマー（人工肛門・人工膀胱）

在宅酸素

インシュリン注射

薬の服用の時間や量などの管理

その他

不明・無回答

身体（N=584）

45.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

19.2 

5.8 

30.8 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

31.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

44.8 

6.0 

16.4 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

44.2 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

21.0 

8.0 

24.6 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）

問 35 あなたがいま受けている医療的ケアはなんですか。（複数回答） 

 

 いま受けている医療的ケアでは、身体、知的、手帳非所持は「医療的ケアは受けていない」が最

も高くなっています。精神は「薬の服用の時間や量などの管理」が 44.8％と最も高くなっていま

す。 
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30.8 

15.0 

25.4 

26.1 

28.8 

18.3 

46.3 

40.6 

11.3 

21.7 

10.4 

14.5 

3.8 

8.3 

0.0 

0.7 

3.6 

2.5 

0.0 

2.2 

4.1 

1.7 

4.5 

0.7 

6.0 

20.8 

7.5 

9.4 

5.0 

1.7 

3.0 

2.2 

6.7 

10.0 

3.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

１か月に２回以上 １か月に１回程度

２～３か月に1回 半年に1回

年に１回または数年に１回 入院中

定期的な通院はしていない その他

不明・無回答

問 36 あなたの現在の通院状況（リハビリを含む）は、次のどれですか。（単数回答） 

 

 現在の通院状況では、身体は「１か月に２回以上が30.8％、知的は「２～３か月に１回」が21.7％、

精神、手帳非所持は「１か月に１回程度」がそれぞれ 46.3％、40.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 医療を受けるうえで困っていることはありますか。（複数回答／３つまで） 

 

医療を受けるうえで困っていることでは、「通院（病院までの移動）が困難である」「通院費（交

通費）の負担が大きい」「医療費の負担が大きい」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.9 

4.5 

7.9 

4.5 

2.9 

4.1 

1.7 

11.6 

9.2 

2.4 

40.4 

16.8 

0% 20% 40% 60%

通院（病院までの移動）が困難である

入院時の付き添いがいない

専門的な治療をする病院が近くにない

往診を頼める医師がいない

病気の症状を正しく伝えられない

医者の説明を理解するのが難しい

職員などに障がいの特性を

理解してもらえない

医療費の負担が大きい

通院費（交通費）の負担が大きい

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=584）

11.7 

5.0 

10.0 

3.3 

14.2 

13.3 

5.8 

5.8 

5.8 

3.3 

45.0 

10.0 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

25.4 

9.0 

14.9 

4.5 

13.4 

11.9 

1.5 

19.4 

23.9 

4.5 

31.3 

7.5 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

21.0 

2.9 

9.4 

2.9 

7.2 

3.6 

0.0 

22.5 

10.1 

2.2 

45.7 

7.2 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）
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43.2 

54.2 

61.2 

53.6 

24.5 

10.8 

4.5 

17.4 

13.2 

10.0 

1.5 

5.1 

4.1 

1.7 

0.0 

3.6 

8.7 

19.2 

29.9 

18.1 

1.4 

0.8 

1.5 

0.7 

5.0 

3.3 

1.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

顔を合せれば、あいさつをする程度 顔を合せれば、世間話をする程度

簡単な頼みごとならできる程度 困ったときには、なんでも助け合える程度

ほとんどつきあいはない その他

不明・無回答

10.6 

46.1 

18.8 

24.3 

8.0 

5.0 

19.0 

12.8 

1.5 

2.4 

5.5 

37.2 

0% 20% 40% 60%

はりま風薫るフェスタ

自治会が行う溝掃除・清掃活動など

子ども会・PTAが行う廃品回収や行事

地元地区の祭り

サマーフェスティバルinはまだ

ふれあいフェスタ

大中遺跡まつり

地域で行う防災訓練

光のアートフェスタ

ユニバーサルスポーツ交流会

その他

不明・無回答

身体（N=584）

33.3 

28.3 

27.5 

33.3 

28.3 

25.8 

45.8 

7.5 

12.5 

13.3 

4.2 

25.8 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

3.0 

23.9 

13.4 

9.0 

4.5 

1.5 

14.9 

0.0 

1.5 

1.5 

11.9 

47.8 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

15.2 

44.2 

27.5 

26.8 

16.7 

3.6 

31.9 

8.7 

0.7 

0.7 

4.3 

34.1 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）

問 38 ふだん、どの程度の近所づきあいをしていますか。（単数回答） 

 

近所づきあいの程度では、手帳の所持・非所持にかかわらず「顔を合せれば、あいさつをする程

度」が最も高く、４割以上となっています。 

一方、精神では「ほとんどつきあいはない」が 29.9％となっており、他の手帳の所持者・非所

持者に比べ比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39 次の地域の活動に参加したことがありますか。（複数回答） 

 

 地域の活動への参加経験では、身体、精神、手帳非所持は「自治会が行う溝掃除・清掃活動など」

がそれぞれ 46.1％、23.9％、44.2％、知的は「大中遺跡まつり」が 45.8％と最も高くなってい

ます。 

 また、他の手帳の所持者・非所持者に比べ、精神は各活動に参加している割合が比較的低くなっ

ています。 
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問 40 障がいのある人への住民の理解を深めるためには、なにが必要だと考えますか。 

（複数回答／３つまで） 

 

 障がいのある人への住民の理解を深めるために必要なことでは、身体、精神は「わからない」が

22.9％、26.9％、知的、手帳非所持は「学校での福祉教育の充実」がそれぞれ 27.5％、32.6％

と最も高くなっています。 

そのほか、「障がいや障がい者問題についての広報・啓発の充実」「障がいのある人の積極的な社

会への進出」「障がいのある人との交流を通じての理解と参加の促進」が他の項目に比べ、比較的

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2 

10.1 

11.0 

13.4 

14.6 

5.1 

14.4 

7.7 

8.7 

22.9 

1.2 

12.0 

15.2 

0% 20% 40% 60%

障がいや障がい者問題についての

広報・啓発の充実

障がいへの理解を深めるために

活動する住民団体への支援

障がいのある人への

ボランティア活動の推進

障がいのある人との交流を通じての

理解と参加の促進

学校での福祉教育の充実

障がいについての

講演会や学習会の開催

障がいのある人の

積極的な社会への進出

福祉施設の地域への開放や、

地域住民との交流

障がいのある人の

地域のまちづくりへの参加

わからない

その他

特にない

不明・無回答

身体（N=584）

18.3 

10.0 

16.7 

23.3 

27.5 

9.2 

21.7 

21.7 

14.2 

18.3 

2.5 

5.8 

5.0 

0% 20% 40% 60%

知的（N=120）

25.4 

14.9 

10.4 

9.0 

17.9 

4.5 

14.9 

6.0 

6.0 

26.9 

6.0 

7.5 

7.5 

0% 20% 40% 60%

精神（N=67）

21.7 

8.0 

11.6 

11.6 

32.6 

6.5 

21.7 

8.0 

8.0 

18.8 

3.6 

12.3 

6.5 

0% 20% 40% 60%

手帳非所持（N=138）
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62.1 

12.8 

7.1 

14.7 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

手帳はもっていない

不明・無回答

N=940

31.3 16.1 13.7 25.7 7.7 4.8 0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 不明・無回答

６．手帳所持の状況や障害福祉サービスの利用について 

 

問 41 あなたは、次の障害者手帳をもっていますか。もっている場合は、その内容をお答

えください。（複数回答） 

 

 障害者手帳所持の状況では、以下の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41－（２） 身体障害者手帳所持者の等級（単数回答） 

 

 身体障害者手帳所持者の等級では、「１級」が 31.3％、「４級」が 25.7％、「２級」が 16.1％

となっています。 
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10.4 58.2 29.9 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神（N=67）

１級 ２級 ３級 不明・無回答

問 41－（３） 療育手帳所持者の等級（単数回答） 

 

 療育手帳所持者の等級では、「B２」が 38.3%、「B１」が 33.3％、「A」が 28.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41－（４） 精神障害者保健福祉手帳所持者の等級（単数回答） 

 

 精神障害者保健福祉手帳所持者の等級では、「２級」が 58.2％、「３級」が 29.9％、「１級」が

10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

28.3 33.3 38.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的（N=120）

A B１ Ｂ２ 不明・無回答
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13.7 

5.0 

7.5 

10.9 

67.8 

86.7 

85.1 

84.8 

18.5 

8.3 

7.5 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

利用している 利用していない 不明・無回答

9.9 

25.0 

13.4 

2.9 

56.2 

52.5 

56.7 

85.5 

33.9 

22.5 

29.9 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=584）

知的（N=120）

精神（N=67）

手帳非所持（N=138）

受けている 受けていない 不明・無回答

問42 あなたは国が定める指定難病や小児慢性特定疾病の医療費助成制度を利用していま

すか。（単数回答） 

 

 指定難病や小児慢性特定疾病の医療費助成制度の利用の有無では、手帳の所持・非所持にかかわ

らず「利用していない」が最も高く、６割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 43 あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。（単数回答） 

 

 障害支援区分の認定の有無では、手帳の所持・非所持にかかわらず「受けていない」が最も高く、

５割以上となっています。 

 一方、知的は「受けている」が 25.0％と他の手帳の所持者・非所持者に比べ、比較的高くなっ

ています。 
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31.1 

4.0 

16.3 

7.5 

57.5 

80.0 

76.7 

84.9 

11.5 

16.0 

7.0 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=541）

知的（N=25）

精神（N=43）

手帳非所持（N=93）

受けている 受けていない 不明・無回答

問 44 問 43 で「（障害支援区分の認定を）受けている」を選んだ人のみ 

障害区分は次のどれですか。（単数回答） 

 

 障害支援区分の認定を受けている人の障害区分では、身体は「わからない」が 39.7％、「区分１」

が 12.1％、「区分２」が 10.3％となっています。 

 知的は「わからない」に次いで、「区分３」「区分４」の回答が比較的多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 45 40 歳以上の方にお聞きします。 

あなたは介護保険の要介護認定を受けていますか。（単数回答） 

 

 介護保険の要介護認定の有無では、手帳の所持・非所持にかかわらず「受けていない」が最も高

く、５割以上となっています。 

 一方、身体は「受けている」が 31.1％と他の手帳の所持者・非所持者に比べ、比較的高くなっ

ています。 

 

12.1 

3.3 

0.0 

0.0 

10.3 

16.7 

33.3 

0.0 

0.0 

23.3 

22.2 

0.0 

6.9 

20.0 

0.0 

0.0 

6.9 

0.0 

0.0 

0.0 

6.9 

6.7 

0.0 

0.0 

39.7 

26.7 

33.3 

100.0 

17.2 

3.3 

11.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=58）

知的（N=30）

精神（N=9）

手帳非所持（N=4）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ わからない 不明・無回答
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15.5 

0.0 

14.3 

42.9 

22.0 

0.0 

14.3 

11.9 

14.3 

0.0 

12.5 

0.0 

42.9 

13.1 

28.6 

11.3 

28.6 

8.9 

14.3 

3.0 

100.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（N=168）

知的（N=1）

精神（N=7）

手帳非所持（N=7）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３

要介護４ 要介護５ わからない 不明・無回答

問 46 問 45 で「（介護保険の要介護認定を）受けている」を選んだ人のみ 

区分は次のどれですか。（単数回答） 

 

介護保険の要介護認定を受けている人の要介護認定区分では、身体は「要支援２」が 22.0％と

最も高く、次いで「要支援１」が 15.5％、「要介護３」が 13.1％となっています。 
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9.1 

0.7 

1.2 

0.5 

0.7 

4.1 

1.7 

2.1 

4.8 

0.2 

0.2 

0.5 

0.2 

0.2 

0.2 

0.7 

0.0 

5.1 

0.7 

0.2 

0.3 

1.2 

1.0 

7.2 

1.0 

0.7 

12.7 

71.1 

0% 25% 50% 75% 100%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

短期入所

生活介護

施設入所支援

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援A型

就労継続支援B型

共同生活援助

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

コミュニケーション 支援事業

移動支援事業

日中一時支援事業

日常生活用具給付

地域活動支援センター

移動入浴

タクシー利用助成

不明・無回答

身体（N=584）

5.8 

1.7 

0.8 

1.7 

0.0 

8.3 

4.2 

0.8 

3.3 

2.5 

3.3 

15.0 

1.7 

8.3 

0.8 

21.7 

0.8 

43.3 

0.0 

0.0 

0.8 

9.2 

5.8 

3.3 

2.5 

0.8 

5.0 

36.7 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=120）

7.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0.0 

3.0 

0.0 

4.5 

1.5 

11.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

7.5 

1.5 

0.0 

1.5 

4.5 

1.5 

1.5 

6.0 

0.0 

3.0 

71.6 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=67）

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

1.4 

0.0 

5.1 

0.0 

5.8 

0.0 

9.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.7 

84.8 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=138）

問 47 あなたは、次のうち、どのサービスを利用していますか。また今後、利用したいの

はどれですか。（複数回答） 

 

◆利用状況 

 サービスの利用状況では、身体は「タクシー利用助成」が 12.7％、知的は「計画相談支援」が

43.3％、「放課後等デイサービス」が 21.7％、精神は「就労継続支援 B 型」が 11.9％、手帳非

所持は「計画相談支援」が 9.4％となっています。 
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16.8 

6.3 

4.1 

4.6 

4.1 

11.0 

7.0 

7.0 

7.4 

2.2 

2.4 

1.7 

3.6 

0.5 

0.7 

0.7 

0.7 

4.6 

4.5 

6.2 

1.7 

3.9 

4.6 

10.3 

3.8 

5.8 

20.7 

58.9 

0% 25% 50% 75% 100%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

重度障害者等包括支援

短期入所

生活介護

施設入所支援

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援A型

就労継続支援B型

共同生活援助

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

コミュニケーション 支援事業

移動支援事業

日中一時支援事業

日常生活用具給付

地域活動支援センター

移動入浴

タクシー利用助成

不明・無回答

身体（N=584）

11.7 

4.2 

1.7 

12.5 

2.5 

21.7 

2.5 

10.0 

9.2 

21.7 

24.2 

11.7 

15.8 

1.7 

0.0 

6.7 

3.3 

13.3 

5.0 

5.0 

1.7 

12.5 

11.7 

5.0 

11.7 

2.5 

19.2 

39.2 

0% 25% 50% 75% 100%

知的（N=120）

13.4 

9.0 

7.5 

11.9 

6.0 

13.4 

9.0 

11.9 

13.4 

16.4 

17.9 

10.4 

11.9 

4.5 

4.5 

6.0 

4.5 

11.9 

9.0 

7.5 

4.5 

6.0 

7.5 

10.4 

10.4 

7.5 

28.4 

52.2 

0% 25% 50% 75% 100%

精神（N=67）

19.6 

8.7 

5.1 

7.2 

4.3 

13.8 

6.5 

7.2 

10.1 

13.0 

9.4 

1.4 

1.4 

2.9 

1.4 

4.3 

1.4 

11.6 

9.4 

8.0 

3.6 

5.8 

5.8 

6.5 

4.3 

8.0 

21.0 

56.5 

0% 25% 50% 75% 100%

手帳非所持（N=138）

◆利用意向 

 サービスの利用意向では、身体、精神、手帳非所持は「タクシー利用助成」が２割台となってい

ます。 

 知的は「短期入所」「就労移行支援」「就労継続支援 A型」が２割台となっています。 
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７．自由回答（抜粋） 

 

問 48 播磨町の障がい者施策全般について、ご意見・ご要望がありましたら、自由にご記

入ください。 

 

①障がいや障がい者への理解について 

内容 

障がいのある人の親や知り合いには理解してもらえる時が多いが、全く関わりのない人達に障がい者につ

いて興味を持ってもらうためにどうすればよいか、もっと考えなければいけない。 

本人がまだ幼いこともあり、将来の見通しがつかない。日常生活を負担なく楽しく過ごしてほしいと願っ

ている。地域の人たちや学校生活で関わる人たちにぜひとも理解と協力をお願いしたい。 

 

②障がい者支援や施策について 

内容 

小中学校の生徒に各学校で人権ビデオを見せてほしい。 

通常学級で、担任の先生以外のサポートや見守りをしてくれる先生をもっと増やしてほしい。（休み時間

も） 

軽度の発達障がいで、つらい思いをしている子供たちの学習指導の場がほしい。また障がい児や軽度の障

がいのある子らへの理解がある塾や家庭教師等を紹介してくれるようなシステムがほしい。 

障がいを持つ人が小さい頃から一貫して受けられる支援がない。播磨町専属のＳＴ（言語聴覚士）、ＯＴ

（作業療法士）の数を増やすべきだと思う。 

播磨町は小さい町なので役所の方も障がい者をよく把握していて安心できるが、働くところもなく、親な

き後にひとりで生きていくには難しい所だと思う。障がい者団体はもちろん、他団体や一般の人にもこう

いうサポートができる、という広報活動をもっと増やしてほしい。 

福祉に関しては行政、社会福祉協議会、障がい者及び団体が定期的に協議できる場が重要だと思う。ただ

し、障がい者及び団体は行政に対し遠慮した意見になってしまうので、配慮していければよい結果を得ら

れる。 

近隣の援助を得るには個対個では頼みにくいので、対応の仕組みを検討してほしい。 

ほとんど知られていない難病についても、枠を広げて受け入れる体制を示すことが大切だと思う。 

同居家族の気持ちに寄り添うことのできる相談所や、支援者が前向きになれる研修などがあればよい。 

障がいがある人などに安く住める住宅（アパート、マンション）を提供してほしい。 

播磨町に精神障がいのある人も働ける場を作ってほしい。 

申請書類で毎年同じ内容（同じ質問）で記入している。申請内容に変更がある場合のみ記入（加筆）でき

るように改善してほしい。 

 

 

 



55 

 

③福祉サービスについて 

内容 

放課後等デイサービスで、いろいろなことに挑戦させ、コミュニケーションなどを学ばせることができる

と、うれしい。 

町内にショートステイやグループホーム、日中一時支援をぜひとも設置してほしい。 

所得制限により自己負担が急に多くなるため、もう少しなだらかな制限だとありがたい。 

播磨町には同行援護をお願いできる施設がないので、いつも遠方でお願いしてる。町内にもあれば助かる。 

日中は高齢者の夫と 2 人のため、昼食サービスがあれば助かる。数か所の診療科の受診は大変なため１か

所で薬がもらえる仕組みがあれば経済的にも助かる。 

 

④医療について 

内容 

難病などにかかる医療費について、少しでも援助して頂ければ助かる。 

デイサービスで働く看護師さんを教育する制度が必要。 

福祉機器の普及があることを要望する。 

うつやその他の病気などの時のカウンセリングサービス等があればよいと思う。 

てんかんの持病があるが、播磨町には、それらを担当する先生や病院が無いように思われる。 

播磨町には基幹病院が無く、他市での受診となると時間がかかる。 

 

⑤施設について 

内容 

施設についてもっと詳しく知りたい。例えば費用など、何人ぐらいいるのか、わかれば知っておきたい。 

通所施設の送迎をバスで行うなど、毎日利用できるようにしてほしい。入所施設も新たに建ててほしい。

通所、入所とも自閉症専門にアドバイス等ができる人材を配置してほしい。通所施設での滞在時間を長く

してほしい。 

 

⑥制度について 

内容 

安心して最終は住み慣れた家で終われるような制度が手厚くなることを望む。 

制度も変わるので、その時その時に合った状態でアドバイスして頂けるとありがたい。 

 

⑦相談窓口について 

内容 

自立支援医療（精神通院医療）受給者証を受けている。今後に不安があるため、気軽に相談できる所があ

ればと思う。 

障がい者に対する外部からの悪意ある行動（詐取他）を同居家族や近所の者より受けている場合、本来の

相談すべき場所の明確化が必要。また、その問題を該当者や親類が播磨町以外では相談できないのはいか

がなものかと思う。 
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⑧情報提供について 

内容 

自分が知らない情報はあまり教えてもらえず、自分で知った情報を福祉グループで聞きに行く時しか教え

てもらえない。関連することはできるだけ教えて頂きたい。 

往診を頼める医師の一覧表を作ってほしい（科別）。その時に必要とされる医療費の額を知りたい。 

福祉サービスの全体像との関連、内容などがわからない。行政や民間組織（行政の外郭団体を含めて）の

一目でわかるマップがほしい。 

アンケートを回答していくごとに、未知のフレーズに驚いている。広報活動が必要。 

 

⑨対応の改善について 

内容 

役所を中心とした横の連携を望む（医療費免除、オムツの割引等）。 

介護保険等の手続きにおいて、まずこの窓口での対応に心折れる方々がたくさんいらっしゃいます。また、

応対される方の説明がわかりにくい。どんな相談も一つの所で行い、わかりやすい書類の説明や対応をお

願いしたい。 

役場の担当課の対応は親切で、書類の不備なども見てくれるので手続きに行きやすい。 

 

⑩環境整備について 

内容 

本人は人工透析を受けており、現在の病院が被害を受けたり道路が寸断された場合、どう対処すればいい

のか不安。 

学校においても、（バリアフリーなど）一般の商業施設のように先を見据えた対策が必要。 

道路の排水桝の隙間が大きいので、杖が穴に入りこむと転倒する。役場へ行く時、喜瀬川を渡った所の歩

道橋の傾斜が大きいので歩きづらい。 

道路の段差や溝の蓋がない所が危険。 

スーパー等の車椅子スペースが車椅子利用でない車に利用されていて困る事が多い。入口と離れた場所に

も幅の広い区画を用意できるように指導いただけるとありがたい。 

トイレの数を増やしてほしい。 

空家利用。スペースの問題もあるが、最初は少人数からでもいいのでは？ 

介助者が普通の生活ができる環境づくりをしてほしい。 

 

⑪交通網の充実について 

内容 

町内巡回バス等があれば利用したい。町内のバス路線も町の中程の地は恩恵を受けることはない。 

町内の神姫バス、交通手段が便利。夜間 18：00～19：00 位まで利用できれば助かる。 
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⑫移動支援について 

内容 

バスのラインを増やすかタクシー利用助成の充実をお願いします。 

車の免許を持っていない人のために移動支援の充実を。 

緊急時（夜間も含む）の病院への搬送（移動）が常に受けられるような制度（緊急タクシー等）がほしい。 

 

⑬災害時の避難について 

内容 

昼間は一人でいるので、災害時にどうして逃げたらいいのかわからない。 

非常用持ち出し袋、ヘルプカード、かけはし、緊急医療情報キットなど、どこで手に入れることがでるか、

ヘルプカードやかけはしがどのようなものなのかが不明。 

避難先での対処が困難。 

 

⑭経済的支援について 

内容 

国、県にはない、福祉重点自治体として「播磨町単独事業」臨時給付金制度を設けてほしい（住民税非課

税世帯）。 

通院にかかる交通費の助成をお願いしたい。 

父母がいなくなった時に生活できるよう、障害年金を認めてほしい。 

 

⑮介護・介護者について 

内容 

親の介護に疲れている。デイやショートステイも利用しているが、家での介護やステイ中であっても体調

不良などがあると帰って来たり、診察の手配など、多々心労がある。 

介護について、人間がすることなので最終的には信頼できるかどうかだと思う。 

 

⑯先行きの不安について 

内容 

自分の将来をとても不安に思う。居宅介護や入所支援に期待している。 

 

⑰その他 

内容 

アンケートの質問が難しかった。 

アンケートを拝見して知らないサービスが沢山あることを知った。 

すべて対応はできなくても、町としての見解をオープンにしないとアンケートは意味のないものになるの

ではと思う。 

身寄りのない方は、役場や福祉から何一つ問い合わせが無いが、高齢で困っている人や自力で暮らせず、

淋しく一人で頑張っている人がいるのではないか。 
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